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の住む地域のよさは、雰囲気です。登校中に

地域の人にあいさつをすると、笑顔で返して

くれてとても嬉しくなります。「元気？」「学校は楽

しいか？」時々そんな会話になって、まるで家族の

ように見守ってくれるあたたかい雰囲気が大好きで

す。また、勉強の息抜きに外に出て深呼吸すると、

「空気がおいしい」と感じることがあります。たまに、

野生のたぬきを見かけてほっこりすることもありま

す。時間がおだやかに流れているような雰囲気も大

好きです。

　大内中学校では、今年度、地域の人と一緒にクリー

ンアップ活動を行いました。毎年行われる「おおう

ち春まつり」では、吹奏楽部や僕たち科学部も参

加し、盛り上げています。これからも地域との繋が

りを大切にし、地域のよさを持続できるように貢献

していきたいです。

くは今年、学校の民俗芸能学習で「本海流鳥

海獅子舞」に取り組みました。これは鳥海に

４００年も続くものですが、ぼくの父も曾祖父も取

り組んでいて、地域には伝承している方々がたくさ

んいます。元々ぼくは鐘をやっていましたが、今年

はじめて舞に挑戦しました。鐘と違い難しいところ

もありましたが、飛鳥祭や生涯学習発表会で保護

者や地域の方に見ていただき、喜んでもらいました。

また、毎年８月１６日の夕方から夜にかけては、鳥

海獅子まつりが開催され、迫力ある舞、華麗なる舞

に会場が盛り上がります。この獅子舞が４００年前

からとぎれないのは、伝承している方々のおかげで

あり、これから引き継ぐのはぼくたちです。獅子舞

が続いていくのは地域にとってもぼくにとってもうれ

しいことです。
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これからも続いていく本海流鳥海獅子舞あたたかさとおだやかさ
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。
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今
号
で
は
、
令
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当
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定
例
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の
活
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ま
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こ
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史
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取
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。
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新年度予算と主な事業　　　　▶Ｐ２
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令和7年度予算より81億1375万1千円（13.7％）減少
●特別会計当初予算…２０９億８４８６万８千円

●企業特別会計………１２７億４７５２万１千円

令和８年度 一般会計予算総額

1月臨時会　3月定例会
　１月臨時会が、１月２６日に開催され、専決処分１件、補正予算２件が承認・可決されました。

　３月定例会は２月１６日から３月１８日までの３１日間の会期で開催され、人事案件８件、条例関係３７件、

予算関係１件（特別会計への繰り入れ）、令和７年度補正予算１８件、令和８年度予算１５件、契約関係６件、

その他１０件の計９５件が審議され、すべてが原案のとおり同意・可決されました。

　また、請願１件については採択され委員会発案１件が可決されました。陳情３件については、それぞ

れ継続審査、不採択、趣旨採択と決しました。

　さらに議員発案１件の追加提出議案も可決されました。

⒈ 少子高齢化とそれに伴う人口減少に向けた
　  取り組み

… 未来のさらなる飛躍を実現する重点施策 …

◆若者定住促進住宅取得支援事業　１０００万円
転勤などで市外から移り住んだ市外出身の若者の定住促進を

図る

◆「架け橋プログラム」における架け橋期コーディネーター配置事業　７０９万円
架け橋期コーディネーターを配置し、幼保小の連携・協働の質的向上を図

り、全ての子どもに配慮した生活や学びの基礎の構築・改善を推進する

◆障がい児保育事業　　　　　　１７２７万円
障がい児保育を実施する保育所および認定こども園へ補助を行

う

主な事業
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１月

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

議会日誌議会日誌
１月

２月

２月

３月

３月

議会報編集特別委員会

会派代表者会議

議会報編集特別委員会

議会運営委員会

臨時会

議会全員協議会

市民と語る会実行委員会

産業建設常任委員会協議会

議会運営委員会

議会報編集特別委員会

令和８年度予算説明会

本会議（開会）

議会全員協議会

会派代表者会議

議会報編集特別委員会

本会議（会派代表質問）～５日

会派代表者会議

本会議（一般質問）～６日

議会運営委員会

委員会（議案審査）～１１日

議会運営委員会

本会議（閉会）

議会報編集特別委員会

（１／１～３／３１）
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３
月

定

例

会

５日

１１日

１２日

１６日

１７日

２５日

２７日

２９日

３０日

４日

５日

１０日

１２日

１日

２１日

２４日

新春商工パーティー

二十歳を祝う会

消防出初式

管工事協同組合新年会

ふるさと応援大使情報交換会

　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京都）

丸亀市市制施行２０周年記念式典

　　　　　　　　　　　　　　　　　（香川県）

ＪＡ秋田しんせい農政集会

由利本荘青年会議所新年祝賀会

秋田県市議会議長会定例会

全国市議会議長会・評議員会（東京都）

優良技能者表彰式

スポーツ賞表彰式

全国市議会議長会建設運輸委員会（東京都）

由利本荘市民スキー大会

能代市市制２０周年記念式典

県立大学卒業式・大学院修了式

議長交際費議長交際費

慶祝、
協賛など

弔　　　事

１月 ２月 ３月

72,580円
（9件）

30,000円
（1件）

11,500円
（2件）

0円
（0件）

13,000円
（2件）

20,000円
（1件）

【議長交際費】

詳細はこちらから↑

【議長公務】

詳細はこちらから↑

　本会議でどんなことがどのように話し合われてい

るのか、様々な手段で知ることができます。皆さ

んの暮らしに直結していることばかりです。

　ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

★議会を傍聴！ライブで！
★会議録で読む

★ケーブルテレビで生中継

★由利本荘市議会YouTubeチャンネル
　でライブ配信

▶ 次の定例会は５／２９～6／１７ ◀

由利本荘市議会YouTube
チャンネルはこちら→

市議会カレンダー
● ６月定例会の予定 ●

５／１７

３０２８２４ ２５

２１１９１８ ２２

３２

７

３１ ６／１

１３１２

６

２３

２１

１４

２４ ２５ ２６２２ ２３ ２７

２０１６１５ １９１８

月 火 水 木 金 土

本会議
（一般質問）

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

常任
委員会

日

４
本会議
（一般質問）

５

８ ９

２０

２９

本会議
（閉会）

１７

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

常任
委員会

常任
委員会

１０ １１

　５月２０日（水）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

８日

１５日

２１日

２６日

５日

６日

１６日

４日

５日

６日

９日

１８日

２８日



⒊ 頻発化・激甚化する災害から市民の生命や財産を
守る取り組み

⒋ その他

主な事業

⒉ 地域資源を活かした関係人口の拡大と
　  外貨獲得の実現への取り組み

◆第１４９回秋田県種苗交換会事業　３９５０万円
１０月に本市開催される種苗交換会の機会を捉え市産品のＰＲ

と販売に積極的に取り組む

◆目指せ東北一！由利本荘市アスパラガス産地王国事業　４３５１万円
収益力向上を図り作付け面積を拡大する者、または新規にアスパラガ

スを作付けする者に支援を行い東北一のアスパラガス産地を目指す

◆ゆりほん遊学（地域みらい遊学）　３６５万円
移住促進の一環として矢島高校と連携し県外留学の受け入れ

を目指す

主な事業

◆我が家の防災マニュアル作成事業　１６０７万円
最新の情報を踏まえた防災マニュアルを作成し全世帯に配布

する

◆消防水利整備事業　　　　  　２０１４万円
耐震性貯水槽１基を設置（大内地域）する

◆非常備消防機械器具等整備事業　１９７５万円
消防団の小型ポンプ付軽積載車１台（本荘分団）、軽積載車１

台（岩城分団）、小型動力ポンプ１台（本荘分団）を更新する

◆照明器具ＬＥＤ化（観光・学校・社会体育施設等） ４億１４００万円

◆物価高騰対策
　水道基本料金負担軽減　　 １億７７７９万円

◆令和６年発生豪雨災害復旧関連経費　３５億７９８０万円

◆ツキノワグマ等有害鳥獣被害防止対策
　農作物等獣害防止対策支援　 １７０万円

　鳥獣被害防止事業　  　　　１１５０万円
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委 員 会 発 案

●委員会発案第１号

　免税軽油制度の継続を国に求める意見書の提出

　について

意見書
提出

衆議院議長　参議院議長

内閣総理大臣　総務大臣

財務大臣　国土交通大臣

可決採　　択

○請願第１号
　免税軽油制度の継続を国に求める意見書提出に
　ついての請願
東北索道協会　秋田地区部会　会長　草彅作博

紹介議員　佐藤義之

可　　決

○議員発案第１号
　市議会の議員の議員報酬、費用弁償等に関する
　条例の一部改正について

※陳情第１号：「選択的夫婦別姓制度の導入を国に求める意見書提出についての陳情」について、継続審査とするかの採決

※陳情第２号：インボイス制度の廃止を目指し、事業者の負担を軽減する経過措置の継続を国に求める意見書提出についての陳情

※佐藤健司議長は、採決に加わりません。　※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。

議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表
公
明
党

無所属
表
決
数

議

　決

　結

　果

高　　　志　　　会 市民の窓口明日をひらく 立憲民主党
会派・
議員名

案件名

継続審査

反

　
　
　対

賛

　
　
　成

小
川

　光
弘

橋
島

　達
也

佐
藤

　正
人

松
本

　
　学

大
友

　孝
徳

粟
野

　希
穂

岡
見

　善
人

渡
部

　聖
一

小
松

　浩
一

新
宅

　
　慈

泉
谷

　赳
馬

正
木

　修
一

佐
々
木

　司

大
友
ま
す
子

佐
藤

　健
司

長
沼

　久
利

甫
仮

　貴
子

佐
藤

　義
之

小
田

　
　彩

堀
井
新
太
郎

伊
藤

　順
男

高
橋

　信
雄

○○○○○×○○○○○○○○－○○○○○○○
×××××○○×××××××－×××××××

120

不採択192

○：賛成　×：反対

陳情第１号

陳情第２号

由利本荘市議会は議会改革に取り組みます。

～ 3月定例会において議会改革特別委員会を設置 ～
　市民により信頼され、開かれた議会を目指し不断の決意をもって改革を進めることが重要であ
ると考え、議会改革にかかる調査研究および提言を効率的かつ集中的に行うことを目的として１０
人の委員で構成する議会改革特別委員会を設置しました。

【議会改革特別委員会】
委員長：伊藤順男　副委員長：正木修一
委　員：橋島達也・佐藤正人・大友孝徳・泉谷赳馬・小田彩・堀井新太郎・甫仮貴子・岡見善人
作業部会：岡見善人（部会長）・大友孝徳・泉谷赳馬・堀井新太郎
オブザーバー：佐藤健司（議長）・小松浩一（副議長）
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総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

３月定例会のトピックス

安清苑（由利斎場）の廃止

問 　廃止の理由は。

答 　当斎場は、火葬炉点検において電気計装
設備等の経年劣化による火葬停止リスクが指
摘されたため、昨年７月から休止している。
修繕に多額の費用を要することに加え、もと
もと令和９年度の廃止を予定していたことか
ら、これらを総合的に判断し、本年３月末を
もって前倒しで廃止することとした。

　令和７年度末を持って由利斎場が廃止されます。

教

廃止となった安清苑

ゆりほん未来プラン

問 　ゆりほん未来プランを市民と共有するため

の具体策は。

答 　本市の今後１０年を市民と共につくり上げ
ていけるように、広報、ホームページへの掲
載だけでなく、SNS、ケーブルテレビなど、
あらゆる媒体をフル活用し、すべての市民へ
の共有を目指す。

　ゆりほん未来プランを策定しました。 総

1月臨時会1月臨時会

●衆議院議員選挙費
●物価高騰対策事業費

補正予算（主なもの）

可決

3月定例会3月定例会

■人権擁護委員（任期：３年）

　小　野　長　清　氏（再任）東由利地域舘合
　松　永　美貴子　氏（再任）西目地域出戸
　宮　本　康　博　氏（再任）鳥海地域上笹子
　佐　藤　智　佳　氏（再任）鳥海地域上川内
　吉　尾　聖　子　氏（新任）大内地域岩谷町
　佐　藤　博　敦　氏（新任）東由利地域舘合

人　事　案　件 異議
なし

お の ちょう せい

まつ なが み き こ

みや やすもと ひろ

さ とう よしとも

よし お せい こ

さ とう ひろ あつ

■副市長の選任（任期：４年）

　髙　橋　重　保　氏（新任）東由利地域舘合
■教育委員会教育長の任命（任期：令和８年４月１日

　～６月２９日）※前教育長の残任期間

　土　倉　新　也　氏（新任）西目地域出戸

人　事　案　件

たか はし しげ ほ

つち くら しん や

同意

■総合計画ゆりほん未来プラン
　基本構想及び基本計画の策定について
■過疎地域持続的発展計画の策定について

そ の 他（主なもの） 可決

●看護師等確保修学資金貸付条例の制定について

●特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定

　める条例の制定について

●老人福祉施設財政調整基金条例の制定について

●一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

　る条例案

●職員等の旅費に関する条例等の一部を改正する条

　例案

●医師確保奨学資金基金条例の一部を改正する条例案

●乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準

　を定める条例の一部を改正する条例案

●高齢者活動促進施設条例の一部を改正する条例案

●上水道事業給水条例等の一部を改正する条例案

条例関係（主なもの） 可決

◆6災354号普通河川西目川左右岸河川災害
　復旧工事請負契約の締結について
　契約金額：１億７９３０万円
　契約の相手方：株式会社三浦組
◆6災378号その他市道上黒森沢線道路災害復旧工事
　請負契約の締結について
　契約金額：２億３５４０万円
　契約の相手方：山勇建設工業株式会社

契約関係（主なもの） 可決

継続審査

○陳情第１号

　選択的夫婦別姓制度の導入を国に求める意見書提

　出についての陳情

秋田弁護士会　会長　竹田勝美

不 採 択

○陳情第２号

　インボイス制度の廃止を目指し、事業者の負担を軽

　減する経過措置の継続を国に求める意見書提出に

　ついての陳情

秋田県商工団体連合会　会長　小玉正憲

趣旨採択

○陳情第３号

　最低賃金の改正と中小企業・小規模事業所支援の

　拡充を国に求める意見書提出についての陳情

秋田県労働組合総連合　議長　高野智子

請願・陳情結果

看護師等確保修学資金貸付条例

問 　条例の内容は。

答 　大学、学校、または看護師等養成所に在
学中の方へ、修学資金として月額５万円を貸
し付ける制度であり、卒業後に看護師等の
免許を取得し、市内の医療機関等において５
年間継続して業務に従事した場合、貸付金
の返還が全額免除される。

　看護師の確保と地域医療の充実に向けた条例

を制定します。 教

特定乳児等通園支援事業

問 　どのような支援事業か。

答 　「こども誰でも通園制度」は、親の就労状
況を問わず、０歳６か月から満３歳未満の未
就園児を預けられる制度。月１０時間を上限
に時間単位で利用できる。利用料は各事業
所が定め、一人１時間３００円が目安。保育
所等での集団生活を通じ、こどもの成長支
援と育児の孤立防止を目指している。

　通称「こども誰でも通園制度」として、その

運営が４月から始まります。 教
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行政協力事務交付金

問 　行政協力事務交付金削減への反応は、ま

た削減を決める前にアンケートを行うべきで

はなかったか。

答 　現在アンケートは８割ほど回収しており、
行政協力事務に関してさまざまな意見をいた
だいている。
　もう少し説明がほしかったなどの意見をい
ただいているが、削減へ概ね理解を得ている
印象である。
　今後は、町内会と連携を密にし、説明を
行った上で対応したい。

　町内会へアンケートを行いました。 総

クマ出没対策

問 　どの場所に設定するのか。また内容は。

答 　本荘地域の新山周辺に設定し、緩衝帯整
備の実施や長期にわたる鳥獣捕獲許可、捕
獲上限の緩和、見通しをよくするための刈り
払いや間伐に努める。

　管理強化ゾーンを設定し、市民生活を守りま

す。 産

酒造事業者支援事業

問 　支援内容の詳細は。

答 　市内酒造業者４社に対して、令和７年産米
と令和６年産米の６０㎏あたりの仕入価格の
差額を補助し、経営安定、品質の高い酒造り
の継続、雇用の維持・確保を図る。

　昨今の米価高騰による酒米・加工用米価格上

昇に支援を継続します。 産

第１４９回秋田県種苗交換会の
開催

問 　開催期間、会場等は。

答 　令和8年10月31日（土）から11月4日（水）
にナイスアリーナ、文化交流館カダーレ、西
目公民館シーガル、市内ホテルを会場に各種
行事を開催する。

　本市を会場に第１４９回大会が開催されます。

産

ここが聞きたい
一 般 質 問

大友孝徳
（市民の窓口）

粟野希穂
（立憲民主党）

児
童
手
当
の
支
給
額
が
減
額
さ

れ
る
「
３
歳
か
ら
小
学
校
就
学

前
」
ま
で
の
期
間
に
対
し
、
市
独
自
の

上
乗
せ
給
付
を
。

問

既
存
施
設
へ
大
型
遊
具
を
導
入

す
る
等
、
屋
内
遊
び
場
の
整
備

を
。 問

中
身
が
入
っ
た
ま
ま
の
状
態
で

も
受
け
付
け
る
「
一
時
回
収
窓

口
」
の
設
置
を
。

問

新
た
な
財
源
確
保
の
課
題
に
加

え
、
事
務
手
続
き
上
に
大
き
な

課
題
が
あ
る
。

答
「
こ
の
街
で
、
も
う
一
人
」
と

　
　
願
え
る
子
育
て
支
援
を

本
市
の
家
庭
や
事
業
所
が
支
払

う
電
気
代
金
を
地
域
内
で
循
環

さ
せ
る
た
め
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社

を
設
立
し
、
太
陽
光
を
初
期
費
用
ゼ
ロ

で
屋
根
な
ど
に
設
置
す
る
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ

ル
を
導
入
し
て
は
。

問

本
市
で
は
新
電
力
会
社
設
立
や

Ｐ
Ｐ
Ａ
導
入
は
検
討
し
な
い
が
、

再
エ
ネ
活
用
に
よ
る
地
域
経
済
循
環
、

脱
炭
素
、
災
害
対
策
や
住
民
の
負
担
軽

減
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

答 住
宅
向
け
Ｐ
Ｐ
Ａ
導
入
で

家
計
支
援
と
脱
炭
素
お
よ
び

　
　
　
　
災
害
耐
性
向
上
を

市
所
有
バ
ス
を
活
用
し
て
保
護

者
の
送
迎
に
依
存
し
な
い
仕
組

み
を
構
築
し
、
持
続
可
能
な
部
活
動
地

域
展
開
を
目
指
し
て
は
。

問

市
所
有
バ
ス
が
本
来
の
利
用
に

加
え
て
送
迎
支
援
を
行
う
こ
と

は
、
運
行
管
理
や
公
平
性
の
観
点
か
ら

実
現
は
難
し
い
。

答 地
域
間
格
差
を
生
ま
な
い

部
活
動
地
域
展
開
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
交
通
支
援
を

山
形
県
西
川
町
の
Ｎ
Ｆ
Ｔ
活
用

に
学
び
「
稼
ぐ
こ
と
」
に
取
り

組
む
姿
勢
を
。

問

自
主
財
源
確
保
の
観
点
か
ら

「
稼
ぐ
こ
と
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、Ｎ
Ｆ
Ｔ
活
用
は
全
庁
的
検
証

が
必
要
な
た
め
、
国
の
「
ふ
る
さ
と
住

民
登
録
制
度
」
の
活
用
も
視
野
に
「
稼

ぐ
力
」
の
強
化
と
推
進
を
図
る
。

答

岩
手
県
山
田
町
の
先
行
事
例
に

学
び
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ
で
閉
校

備
品
を
売
却
し
て
は
。

問

閉
校
備
品
は
小
中
学
校
や
公
共

施
設
で
活
用
す
る
。
活
用
用
途

が
見
つ
か
ら
な
い
備
品
は
、
こ
れ
ま
で

答

子
育
て
世
代
が
、
市
外
の
遊
び

場
を
利
用
し
て
い
る
現
状
や
子

育
て
支
援
環
境
の
整
備
へ
の
期
待
、
よ

り
充
実
し
た
屋
内
施
設
を
望
む
声
が
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。「
こ
ど
も

プ
ラ
ザ
あ
お
ぞ
ら
」
へ
の
大
型
遊
具
導

入
に
つ
い
て
は
、
仮
に
ホ
ー
ル
に
設
置

し
た
場
合
、
多
く
の
子
ど
も
達
が
ホ
ー

ル
で
楽
し
ん
で
い
る
ボ
ー
ル
遊
び
や
卓

球
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
が
難
し
く
な

る
。 答

市
民
へ
の
周
知
と
啓
発
に
つ
い

て
。

問

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
廃
棄
方
法
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
不

法
投
棄
対
策
に
も
努
め
る
。

答

利
用
見
込
み
や
ニ
ー
ズ
の
観
点

か
ら
現
時
点
で
は
、
設
置
は
考

え
て
い
な
い
。
相
談
や
持
ち
込
み
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
適
切
に
対
応
す
る
。

答

本
市
で
も
稼
ぐ
挑
戦
を

と
同
様
に
広
報
を
通
じ
て
市
民
に
競
売

を
実
施
す
る
な
ど
、
可
能
な
限
り
市
の

収
益
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

思い出いっぱいの校舎備品

熊
ス
プ
レ
ー
の
適
正
な

管
理
と
廃
棄
に
関
す
る
周
知
・

回
収
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

選挙ポスター掲示場設置

問 　今回衆院選のポスター掲示場はかなり少な

かったが今後の方向性は。

答 　今回は特別豪雪地帯処置で１投票区に最低
１か所という規定を採用した。
　今後も減っていくものと思われ、社会状況
に合わせ、３割程度削減を見越している。

　２月８日執行衆議院議員選挙の掲示場につい

て報告します。 総

アスパラガス産地王国事業

問 　どのように行なうのか。

答 　スマート農業促進や雇用機会増加等の事
業支援を県や農協との連携により拡充させ、
担い手となる認定農業者等による生産拡大
や新たな作付者の掘り起こしを図る。

　市の重点振興作物と位置付けているアスパラ

ガスの更なる生産拡大を図ります。 産

加温栽培圃場のアスパラガス
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ここが聞きたい
一 般 質 問
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会
派
代
表
質
問

大友ます子
（高志会）

小田彩
（高志会）

市
の
医
療
的
ケ
ア
児
の
現
状
と

次
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
に
向

け
て
の
制
度
化
は
。

問

本
市
の
医
療
的
ケ
ア
児
は
令
和

７
年
４
月
１
日
現
在
で
９
名
お

り
個
々
の
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
次
期
障
が
い
児
福
祉

計
画
に
お
け
る
支
援
の
制
度
化
に
つ
い

て
は
、
自
立
支
援
協
議
会
等
で
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
示
さ
れ
る
国

の
基
本
指
針
の
内
容
も
踏
ま
え
、
医
療

的
ケ
ア
児
に
対
す
る
持
続
可
能
な
支
援

の
在
り
方
を
計
画
に
反
映
し
て
い
き
た

い
。 答

医
療
的
ケ
ア
児
の
保
育
所
等
通

所
の
課
題
と
学
童
期
の
学
校
教

育
に
お
け
る
支
援
体
制
は
。

問

本
市
で
は
訪
問
看
護
事
業
所
へ

委
託
し
看
護
師
を
保
育
所
等
に

派
遣
す
る
体
制
を
構
築
し
て
お
り
、
令

答 市
の
障
が
い
児
福
祉
の

　
　
　
　
　
充
実
に
つ
い
て

市
と
し
て
費
用
助
成
を
行
う
考

え
は
。

問

無
痛
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
診
は
痛
み
や
心

理
的
忌
避
を
一
定
程
度
解
消
で

き
る
反
面
、
市
が
行
う
検
診
と
し
て
は

実
用
性
の
問
題
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、
既
存
の
乳
が
ん
検
診
の

受
診
率
向
上
に
向
け
、
体
制
づ
く
り
に

努
め
る
。

答 乳
が
ん
検
診
の

無
痛
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
診
に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
本
市
の
魅

力
発
信
や
地
域
の
資
源
を
再
認

識
し
て
い
く
事
が
大
切
で
あ
る
。
イ
ベ

ン
ト
は
市
内
外
へ
ど
う
反
映
さ
れ
た
か
。

い
ず
れ
の
事
業
も
高
い
関
心
が

寄
せ
ら
れ
、
大
き
な
反
響
が
あ

り
市
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
方
々
に
も
、

本
市
の
魅
力
や
観
光
資
源
な
ど
へ
の
関

心
を
高
め
て
い
た
だ
く
契
機
と
な
っ
た
。

ま
た
、
記
念
式
典
で
上
映
し
た
「
記
念

映
像
」
は
市
民
に
は
「
住
み
続
け
た
い

ま
ち
」
で
あ
る
こ
と
を
、
市
外
の
方
々

に
は
「
訪
れ
て
み
た
い
、
住
ん
で
み
た

い
ま
ち
」
を
想
起
さ
せ
る
作
品
で
あ
り
、

今
後
の
関
係
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問答 合
併
20
周
年
記
念
事
業
の

　
　
　
　
　
成
果
と
検
証
は

入
学
時
に
係
る
親
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
入
学
支
援
金
を
支
給

す
る
新
し
い
制
度
の
創
設
の
考
え
は
。

入
学
時
に
必
要
と
な
る
費
用
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
の
一
定
の

負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、
公
平
性
や
持
続
可
能
性
を
踏

ま
え
慎
重
に
見
極
め
て
い
く
。
一
方
で

新
年
度
か
ら
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
給
食
費
の
無
償
化
や
、
児
童
生
徒

１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
、
国
の

制
度
や
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
の
充
実
に
努

め
る
。

問答 小
中
学
校
の
入
学
支
援
金

　
　
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

会長　高橋信雄

高

　志

　会

１
　
令
和
８
年
度
予
算
と
今
後
に
つ
い
て

２
　
行
政
改
革
の
進
め
方
に
つ
い
て

３
　
ご
み
の
減
量
化
と
焼
却
ご
み
処
理
の
広

　
　
域
化
に
つ
い
て

４
　
産
業
振
興
に
つ
い
て

５
　
観
光
振
興
に
つ
い
て

６
　
教
育
現
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ

　
　
い
て

７
　
２
０
２
４
年
豪
雨
災
害
の
復
旧
の
進
捗

　
　
と
入
札
不
調
に
つ
い
て

８
　
公
営
事
業
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

９
　
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
等

　
　
の
更
新
に
つ
い
て

質

　問

　項

　目

出
先
機
関
の
廃
止
に
伴
う
業
務

の
外
部
委
託
先
に
つ
い
て
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と

し
て
、
広
く
地
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る

郵
便
局
の
活
用
も
、
一
つ
の
方
法
と
考

え
ら
れ
参
考
に
な
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

答
行
政
改
革
の
進
め
方
に
お
い
て
、

総
合
支
所
·
出
張
所
の
在
り
方

と
郵
便
局
の
連
携
に
つ
い
て
ど
の
様
に

認
識
し
、
調
査
·
検
討
を
進
め
る
考
え

は
無
い
か
。

問 行
政
改
革
の
進
め
方
と

　
　
　郵
便
局
と
の
連
携
は

昨
年
「
ご
み
減
量
化
等
推
進
委

員
会
」
の
提
言
を
受
け
、
手
数

答
ご
み
処
理
手
数
料
の
見
直
し
に

よ
り
、
住
民
負
担
の
増
加
が
不

法
投
棄
の
増
加
に
繋
が
ら
な
い
か
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

問 ご
み
の
減
量
化
と

　
　住
民
負
担
の
在
り
方
、

　
　
　プ
ラ
ご
み
の
分
別
は

被
害
件
数
の
多
さ
か
ら
農
地
、

農
業
施
設
、
林
道
、
公
共
土
木

施
設
い
ず
れ
も
入
札
不
調
が
多
く
復
旧

が
遅
れ
て
い
る
。
経
済
活
動
等
へ
の
影

響
を
長
引
か
せ
、
地
域
の
方
々
に
不
便

を
お
掛
け
し
深
く
お
詫
び
す
る
。
入
札

不
調
の
要
因
は
被
災
件
数
が
膨
大
で
地

答
入
札
不
調
の
案
件
が
多
く
、
復

旧
が
遅
れ
被
災
者
、
関
係
者
は

憤
り
を
感
じ
て
い
る
。
原
因
は
何
か
。

問 災
害
復
旧
の
遅
れ
と

　
　
　入
札
不
調
の
改
善
を

料
の
改
定
を
行
っ
た
。
不
法
投
棄
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

広
報
誌
や
改
定
を
予
定
し
て
い
る
「
ご

み
分
別
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
等
で
不
法
投

棄
防
止
啓
発
に
加
え
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や

監
視
カ
メ
ラ
設
置
等
、
未
然
防
止
と
抑

止
力
の
強
化
に
努
め
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
分
別
に
つ
い
て
は
、
焼
却
炉
の
処

理
能
力
を
抑
え
る
コ
ス
ト
削
減
効
果
に

加
え
、
法
律
に
基
づ
き
、
有
利
な
財
源

で
あ
る
交
付
金
の
活
用
条
件
と
し
て
全

て
の
参
加
自
治
体
が
分
別
収
集
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

元
業
者
の
対
応
力
を
超
え
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
査
定
決
定
後
に
行
う
詳
細
な

調
査
設
計
に
よ
り
、
そ
の
変
更
内
容
が

査
定
時
か
ら
大
き
く
変
わ
る
箇
所
に
つ

い
て
は
、
国
か
ら
承
認
を
得
る
必
要
が

あ
る
な
ど
、
時
間
を
要
し
、
発
注
時
期

に
遅
れ
が
生
じ
た
も
の
も
多
く
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
必
要
な
予
算
は
確
保
し

て
お
り
、
入
札
不
調
へ
の
対
応
を
進
め

て
い
る
。
「
指
名
基
準
に
か
か
る
再
入

札
の
対
応
方
針
」
を
改
定
し
、
運
用
上

の
特
例
措
置
を
講
じ
、
復
旧
の
加
速
化

を
図
っ
て
い
る
。

和
８
年
度
の
入
所
希
望
の
受
け
入
れ
に

向
け
、
調
整
を
進
め
て
い
る
。
地
域
の

小
・
中
学
校
へ
就
学
が
可
能
と
判
断
し

た
と
き
に
は
、
必
要
な
医
療
的
ケ
ア
に

対
応
で
き
る
看
護
師
資
格
を
有
す
る
支

援
員
を
配
置
し
て
い
る
。
今
後
、
支
援

体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
て
い
く
。 復旧が遅れている災害現場

会
派
代
表
質
問
は
Q
R
コ
ー
ド
か
ら

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
よ
り
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。



〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜
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会長　正木修一

明
日
を
ひ
ら
く

１
　
少
子
高
齢
化
と
そ
れ
に
伴
う
人
口
減
少

　
　
に
向
け
た
取
り
組
み

２
　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
関
係
人
口
の
拡

　
　
大
と
外
貨
獲
得
の
実
現
へ
の
取
り
組
み

３
　
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
災
害
か
ら
市
民

　
　
の
生
命
や
財
産
を
守
る
取
り
組
み

４
　
農
地
災
害
復
旧
状
況
と
作
付
け
計
画
に

　
　
つ
い
て

５
　
住
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

６
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育

７
　
文
化
財
保
護
に
つ
い
て

８
　
給
食
費
無
償
化
実
施
に
つ
い
て

質
　
問
　
項
　
目

市
民
と
行
政
と
の
適
正
な
役
割

分
担
に
基
づ
き
、
住
民
自
身
の

力
で
解
決
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
る
が
、
市
の
考
え
る
住
民
自
治

の
ま
ち
づ
く
り
と
は
。

問

町
内
会
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
は
、
安
心
安
全
に

生
活
す
る
上
で
大
変
重
要
と
考
え
て
い

る
。
地
域
住
民
の
声
を
伺
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
実
情
に
沿
っ
た
形
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
を
継
続
で
き
る
よ
う
後
押
し
し

て
い
く
。

答

関
係
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
農

業
資
源
活
用
の
取
り
組
み
と
し

て
「
米
づ
く
り
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
親
子
食
育
・
地
域
文
化
交
流
授
業
」

な
ど
、
本
市
と
の
関
係
性
を
向
上
さ
せ
、

食
文
化
を
通
し
て
都
市
住
民
と
の
交
流

を
深
め
、
持
続
的
な
関
係
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。

答住
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り

若
者
や
女
性
か
ら
、
仕
事
や
生

活
の
場
と
し
て
本
市
を
選
ん
で

も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
。
県
外
か
ら
の

移
住
促
進
を
図
る
た
め
、
県
と
協
調
し

移
住
支
援
金
の
支
給
の
ほ
か
、
本
市
独

自
の
施
策
で
奨
励
金
や
補
助
金
な
ど
の

支
援
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

　
若
者
・
子
育
て
世
代
を
中
心
に
、
独

自
の
移
住
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
、

他
市
町
村
や
県
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

答
若
者
に
、
本
市
を
仕
事
や
生
活

の
場
と
し
て
選
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
魅
力
向
上
を
図
り
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
施
策
を
継

続
し
て
い
る
が
、
移
住
者
獲
得
競
争
な

ど
が
激
化
す
る
な
か
、
他
自
治
体
と
の

差
別
化
や
県
と
の
連
携
は
。

問 人
口
減
少
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

地
域
資
源
を
発
掘
し
、
高
い
ブ

ラ
ン
ド
力
に
育
て
県
事
業
と
の

問 農
業
資
源
を
核
と
し
た

　
　
　
　
関
係
人
口
の
拡
大

連
携
を
示
し
て
い
る
が
、
農
業
資
源
を

活
用
し
た
関
係
人
口
の
拡
大
へ
の
取
り

組
み
は
。

児
童
が
自
ら
の
興
味
・
関
心
に

応
じ
て
学
習
手
段
や
方
法
を
選

択
し
た
り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
り
可
視
化
さ

れ
た
考
え
を
基
に
思
考
を
再
構
成
し
た

り
、
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
授
業
と
な

っ
て
い
る
。

　
児
童
生
徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
の
一

層
の
向
上
を
図
り
、
創
意
工
夫
を
生
か

し
た
表
現
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

答
子
供
た
ち
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力

を
育
み
、
最
適
な
学
び
を
推
進

し
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
、

4
つ
の
段
階
で
進
め
て
い
く
と
し
て
い

る
。

　
現
段
階
で
の
成
果
と
、
さ
ら
な
る
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
へ
の
計
画
は
。

問 ゆ
り
ほ
ん
Ｉ
Ｃ
Ｔ
子
供
の

学
び
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
プ
ラ
ン

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

新宅慈
（明日をひらく）

今
後
職
員
の
減
る
各
地
域
に
お

い
て
、住
民
の
声
を
聴
く
体
制・

地
域
の
現
状
に
つ
い
て
調
べ
る
体
制
は

ど
う
維
持
し
て
い
く
の
か
。

こ
の
度
の
改
革
で
は
、
市
役
所

内
部
の
事
務
・
事
業
を
見
直
し

つ
つ
「
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
総
合
支
所
」

を
継
続
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
。
窓

口
で
の
対
面
に
よ
る
対
応
、
現
場
に
出

向
き
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
対
応
、

緊
急
時
の
初
期
対
応
の
三
分
野
に
特
化

し
、
聴
く
体
制・調
べ
る
体
制
を
つ
く
る
。

職
員
体
制
の
変
化
を
運
用
面
で
工
夫
す

る
こ
と
で
地
域
に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
水
準
を
確
保
す
る
。
４
月
以
降
実

施
状
況
を
検
証
し
、
必
要
な
場
合
は
見

直
す
な
ど
柔
軟
に
対
応
す
る
。

問答 令
和
8
年
度

組
織
機
構
改
革
後
の
体
制
は

11P 小田彩（高志会）
１．市の障がい児福祉の充実について

２．乳がん検診受診率向上に向けての無痛Ｍ

　  ＲＩ検診にかかる費用助成について

３．市職員の出生サポート休暇（不妊治療休

　  暇）取得への支援について

10P 新宅慈（明日をひらく）
１．令和８年度組織機構改革後の体制につ

いて

２．今後の鳥獣害対策について

３．由利橋の問題について

11P 大友ます子（高志会）
１．合併２０周年記念事業の成果と検証に

　  ついて

２．ＤＸを活用したＡＩオンデマンド交通「ゆ

　  りほんのれッタ」について

３．小中学校の入学支援金制度の創設につ

　  いて

12P 大友孝徳（市民の窓口）
１．市民参加を促進するためのパブリックコ

メント制度改善について

２．本市でも稼ぐ挑戦を

３．住宅向けＰＰＡ導入で家計支援と脱炭素

および災害耐性向上を

４．地域間格差を生まない部活動地域展開

のために交通支援を

12P 粟野希穂（立憲民主党）
１．「この街で、もう一人」と願える子育て支

援を

２．熊スプレーの適正な管理と廃棄に関す

る周知・回収体制の整備について

３月定例会では、
５人の議員が質問に立ちました。
YouTube配信をQRコードより
ご覧になれます。

令
和
７
年
12
月
の
ケ
ー
ブ
ル
制

振
装
置
の
破
損
以
降
の
由
利
橋

の
状
況
と
そ
の
後
の
原
因
調
査
の
状
況

は
。
ま
た
、
今
後
の
修
繕
の
考
え
方
は
。

現
在
の
由
利
橋
の
状
況
は
、
制

振
装
置
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い

が
ボ
ル
ト
等
の
落
下
の
恐
れ
も
な
く
、

ケ
ー
ブ
ル
振
動
が
直
ち
に
橋
の
安
全
性

に
は
影
響
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
長
期
的
に
ケ
ー
ブ
ル
振
動

が
続
け
ば
橋
全
体
に
影
響
が
及
ぶ
恐
れ

が
あ
る
の
で
、
早
期
に
根
本
的
な
対
策

を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
も
考
え
て
い

る
。
原
因
調
査
、
今
後
の
対
応
策
に
つ

い
て
は
技
術
検
討
委
員
会
か
ら
の
助
言

を
も
と
に
進
め
、
由
利
橋
を
安
全
安
心

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
た

い
。 問答 由

利
橋
の
問
題
は

子吉川左岸から見た由利橋

増やそう由利本荘ファン
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会長　岡見善人 

立
憲
民
主
党

１
　「
ゆ
り
ほ
ん
未
来
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く

　
　
市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

２
　
新
年
度
予
算
（
案
）
の
３
つ
の
重
点
課

　
　
題
に
つ
い
て

３
　
教
育
方
針
に
つ
い
て

質

　問

　項

　目

Ｄ
Ｘ
の
進
展
や
Ａ
Ｉ
の
普
及
に

よ
る
成
長
分
野
で
あ
る
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
は
本
市
の
強
み
を
活
か
し
た

新
た
な
誘
致
企
業
の
有
力
な
候
補
と
し

て
捉
え
て
い
る
。

　
再
エ
ネ
資
源
の
活
用
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
含
む
成

長
分
野
の
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
行

く
。 答

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
働
き

が
い
の
あ
る
魅
力
的
な
職
業
・

企
業
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

問

起
業
や
人
材
確
保
に
対
す
る

様
々
な
支
援
制
度
含
め
、
本
市

の
魅
力
を
首
都
圏
移
住
希
望
者
へ
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
、
若
年
層
を
中
心
と

し
た
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
極
め
て

有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
関
係

答
「
起
業
す
る
な
ら
由
利
本
荘
市

で
」
を
求
め
て
移
住
さ
れ
る
よ

う
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
す
べ
き
。

問 人
口
減
少
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　取
り
組
み
は

地
域
活
動
を
支
え
る
人
材
の
不

足
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希

薄
は
極
め
て
深
刻
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
市
役
所
、
総
合
支
所
、
公
民
館
に
設

置
し
て
い
る
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ

ポ
ー
ト
窓
口
」
が
、
町
内
会
が
直
面
す

る
様
々
な
課
題
に
対
し
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
活
動
を
支
援
し
て
行
く
。

　
令
和
８
年
度
は
新
た
に
「
住
み
つ
づ

け
た
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
に
お
い
て
、

地
域
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
町
内

会
の
研
修
に
も
活
用
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー

答
高
齢
化
に
よ
り
地
域
に
お
い
て

役
員
の
成
り
手
が
い
な
く
自
治

会
運
営
が
厳
し
い
と
の
声
を
聞
く
。
そ

の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
支
援
と
人
材
育
成
を
行
っ
て

行
く
の
か
。

問 地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

　
　
　支
え
る
人
材
育
成
は

学
校
運
営
協
議
会
の
主
体
的
な

取
組
や
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
円
滑
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
今
後

も
支
援
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル
や
地
域
学
校
協
働
活
動
へ

の
市
民
の
理
解
と
参
画
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
引
き
続
き
周
知
啓
発
に
努
め
て
行

く
。 答

学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
学
校
運

営
協
議
会
は
、
児
童
・
生
徒
に

お
け
る
ふ
る
さ
と
愛
の
醸
成
の
面
に
お

い
て
も
重
要
で
あ
る
が
、
こ
の
協
議
会

の
認
知
度
が
低
い
よ
う
に
感
じ
る
。
行

政
側
か
ら
も
、
広
く
周
知
さ
れ
て
は
ど

う
か
。

問 学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ

学
校
運
営
協
議
会
の
周
知
を

を
設
け
、
人
材
の
育
成
強
化
を
支
援
し

て
行
く
。

幹事長　松本学

市
民
の
窓
口

１
　
ゆ
り
ほ
ん
未
来
プ
ラ
ン
の
目
指
す
10
年

　
　
後
の
ま
ち
の
姿
に
つ
い
て

２
　
最
重
要
課
題
と
す
る
人
口
減
少
下
に
あ

　
　
っ
て
も
市
民
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

　
　
づ
く
り
に
つ
い
て

３
　
３
つ
の
施
策
の
柱
に
つ
い
て

　
⑴
少
子
高
齢
化
と
そ
れ
に
伴
う
人
口
減
少

　
　
に
向
け
た
取
り
組
み

　
⑵
地
域
資
源
を
活
か
し
た
関
係
人
口
の
拡

　
　
大
と
外
貨
獲
得
の
実
現
へ
の
取
り
組
み

　
　
に
つ
い
て

　
⑶
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
災
害
か
ら
市
民

　
　
の
生
命
や
財
産
を
守
る
取
り
組
み
に
つ

　
　
い
て

４
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
と
Ｊ
―
ク
レ

　
　
ジ
ッ
ト
制
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

５
　
環
鳥
海
エ
リ
ア
の
一
体
的
な
観
光
振
興

　
　
に
つ
い
て

６
　
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

質

　問

　項

　目

今
よ
り
も
必
要
な
医
療
や
福
祉

を
受
け
ら
れ
、
充
実
し
た
環
境

で
子
育
て
を
行
い
、
や
り
が
い
を
持
っ

て
働
き
、
地
域
へ
の
誇
り
を
実
感
し
な

が
ら
暮
ら
し
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
社
会
に
な
る
こ
と
を
思
い

描
い
た
。

答
「
豊
か
に
暮
ら
す
」
と
は
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
、
自
分

ら
し
さ
を
発
揮
で
き
る
こ
と
、
地
域
と

の
関
わ
り
を
実
感
で
き
る
こ
と
、
そ
し

て
未
来
に
明
る
い
希
望
を
持
て
る
こ
と

で
あ
り
、
本
市
の
将
来
像
の
実
現
を
支

え
る
視
点
で
あ
る
。

答
「
市
民
一
人
一
人
が
希
望
を
叶
え

自
分
ら
し
く
暮
ら
す
ま
ち
」
の

実
現
に
よ
り
、
市
が
ど
の
よ
う
に
変
わ

っ
て
い
く
の
か
。

問 ゆ
り
ほ
ん
未
来
プ
ラ
ン
の

目
指
す
１０
年
後
の
ま
ち
の
姿

近
年
の
豪
雨
は
事
前
補
修
工
事

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
甚
大
な

被
害
が
発
生
す
る
が
、
保
全
作
業
を
計
画

的
・
日
常
的
に
実
施
す
る
こ
と
は
大
変
重

要
と
考
え
て
お
り
、
市
民
か
ら
の
積
極

的
な
情
報
提
供
を
お
願
い
し
、
激
甚
化
・

頻
発
化
す
る
大
雨
に
あ
っ
て
も
、
被
害

拡
大
の
防
止
に
向
け
補
修
を
実
施
す
る
。

答
今
後
の
防
災
の
観
点
か
ら
、
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の

危
険
箇
所
の
把
握
、
事
前
補
修
工
事
な

ど
の
考
え
は
。

問
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
災
害
か
ら

市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
取
り
組
み

市
民
が
実
感
を
得
る
た
め
に
は
、

言
葉
の
意
味
の
共
有
が
必
要「
豊

か
に
暮
ら
す
」
と
は
。

問 人
口
減
少
下
に
あ
っ
て
も
市
民
が

　豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

本
市
に
は
眺
望
や
温
泉
、
歴
史

文
化
、
グ
ル
メ
な
ど
、
滞
在
型

観
光
に
活
用
で
き
る
多
様
な
資
源
が
揃

っ
て
い
る
が
、
情
報
発
信
の
手
法
や
タ

ー
ゲ
ッ
ト
設
定
、
受
け
入
れ
環
境
の
整

備
な
ど
の
取
組
に
工
夫
の
余
地
が
あ
る
。

答
他
市
町
と
比
べ
た
時
の
本
市
の

強
み
、
一
層
磨
く
べ
き
既
存
の

観
光
資
源
と
は
。

問 環
鳥
海
エ
リ
ア
の
一
体
的
な

　
　
　観
光
振
興
に
つ
い
て

。

こ
れ
ま
で
も
園
と
小
学
校
の
連

携
協
議
会
な
ど
で
情
報
共
有
を

図
り
、
幼
児
教
育
か
ら
小
学
校
教
育
へ

の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に
努
め
て
き
た
が
、

幼
児
期
の
遊
び
を
通
し
た
学
び
と
、
小

学
校
の
教
科
中
心
の
学
習
と
の
違
い
が

あ
り
、
十
分
な
相
互
理
解
が
図
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
５
歳
児
か

ら
小
学
校
1
年
生
を
「
架
け
橋
期
」
と

位
置
付
け
、
す
べ
て
の
子
供
の
学
び
や

生
活
の
基
盤
を
育
む
こ
と
を
目
指
し
た

体
制
の
整
備
を
進
め
、
学
び
の
連
続
性

を
確
保
す
る
。

答
導
入
経
緯
と
現
状
に
対
す
る
必

要
性
は
。

問
「
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　つ
い
て

機
関
と
連
携
し
、
首
都
圏
で
開
催
さ
れ

る「
あ
き
た
就
職
フ
ェ
ア
」な
ど
を
通
し
、

Ｐ
Ｒ
活
動
を
継
続
し
て
行
く
。

本市観光の強みの一つ「鳥海山春スキー」
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会長　岡見善人 

立
憲
民
主
党

１
　「
ゆ
り
ほ
ん
未
来
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く

　
　
市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

２
　
新
年
度
予
算
（
案
）
の
３
つ
の
重
点
課

　
　
題
に
つ
い
て

３
　
教
育
方
針
に
つ
い
て

質

　問

　項

　目

Ｄ
Ｘ
の
進
展
や
Ａ
Ｉ
の
普
及
に

よ
る
成
長
分
野
で
あ
る
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
は
本
市
の
強
み
を
活
か
し
た

新
た
な
誘
致
企
業
の
有
力
な
候
補
と
し

て
捉
え
て
い
る
。

　
再
エ
ネ
資
源
の
活
用
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
含
む
成

長
分
野
の
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
行

く
。 答

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
働
き

が
い
の
あ
る
魅
力
的
な
職
業
・

企
業
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

問

起
業
や
人
材
確
保
に
対
す
る

様
々
な
支
援
制
度
含
め
、
本
市

の
魅
力
を
首
都
圏
移
住
希
望
者
へ
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
、
若
年
層
を
中
心
と

し
た
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
極
め
て

有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
関
係

答
「
起
業
す
る
な
ら
由
利
本
荘
市

で
」
を
求
め
て
移
住
さ
れ
る
よ

う
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
す
べ
き
。

問 人
口
減
少
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　取
り
組
み
は

地
域
活
動
を
支
え
る
人
材
の
不

足
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希

薄
は
極
め
て
深
刻
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
市
役
所
、
総
合
支
所
、
公
民
館
に
設

置
し
て
い
る
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ

ポ
ー
ト
窓
口
」
が
、
町
内
会
が
直
面
す

る
様
々
な
課
題
に
対
し
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
活
動
を
支
援
し
て
行
く
。

　
令
和
８
年
度
は
新
た
に
「
住
み
つ
づ

け
た
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
に
お
い
て
、

地
域
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
町
内

会
の
研
修
に
も
活
用
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー

答
高
齢
化
に
よ
り
地
域
に
お
い
て

役
員
の
成
り
手
が
い
な
く
自
治

会
運
営
が
厳
し
い
と
の
声
を
聞
く
。
そ

の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
支
援
と
人
材
育
成
を
行
っ
て

行
く
の
か
。

問 地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

　
　
　支
え
る
人
材
育
成
は

学
校
運
営
協
議
会
の
主
体
的
な

取
組
や
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
円
滑
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
今
後

も
支
援
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル
や
地
域
学
校
協
働
活
動
へ

の
市
民
の
理
解
と
参
画
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
引
き
続
き
周
知
啓
発
に
努
め
て
行

く
。 答

学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
学
校
運

営
協
議
会
は
、
児
童
・
生
徒
に

お
け
る
ふ
る
さ
と
愛
の
醸
成
の
面
に
お

い
て
も
重
要
で
あ
る
が
、
こ
の
協
議
会

の
認
知
度
が
低
い
よ
う
に
感
じ
る
。
行

政
側
か
ら
も
、
広
く
周
知
さ
れ
て
は
ど

う
か
。

問 学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ

学
校
運
営
協
議
会
の
周
知
を

を
設
け
、
人
材
の
育
成
強
化
を
支
援
し

て
行
く
。

幹事長　松本学

市
民
の
窓
口

１
　
ゆ
り
ほ
ん
未
来
プ
ラ
ン
の
目
指
す
10
年

　
　
後
の
ま
ち
の
姿
に
つ
い
て

２
　
最
重
要
課
題
と
す
る
人
口
減
少
下
に
あ

　
　
っ
て
も
市
民
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

　
　
づ
く
り
に
つ
い
て

３
　
３
つ
の
施
策
の
柱
に
つ
い
て

　
⑴
少
子
高
齢
化
と
そ
れ
に
伴
う
人
口
減
少

　
　
に
向
け
た
取
り
組
み

　
⑵
地
域
資
源
を
活
か
し
た
関
係
人
口
の
拡

　
　
大
と
外
貨
獲
得
の
実
現
へ
の
取
り
組
み

　
　
に
つ
い
て

　
⑶
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
災
害
か
ら
市
民

　
　
の
生
命
や
財
産
を
守
る
取
り
組
み
に
つ

　
　
い
て

４
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
と
Ｊ
―
ク
レ

　
　
ジ
ッ
ト
制
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

５
　
環
鳥
海
エ
リ
ア
の
一
体
的
な
観
光
振
興

　
　
に
つ
い
て

６
　
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

質

　問

　項

　目

今
よ
り
も
必
要
な
医
療
や
福
祉

を
受
け
ら
れ
、
充
実
し
た
環
境

で
子
育
て
を
行
い
、
や
り
が
い
を
持
っ

て
働
き
、
地
域
へ
の
誇
り
を
実
感
し
な

が
ら
暮
ら
し
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
社
会
に
な
る
こ
と
を
思
い

描
い
た
。

答
「
豊
か
に
暮
ら
す
」
と
は
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
、
自
分

ら
し
さ
を
発
揮
で
き
る
こ
と
、
地
域
と

の
関
わ
り
を
実
感
で
き
る
こ
と
、
そ
し

て
未
来
に
明
る
い
希
望
を
持
て
る
こ
と

で
あ
り
、
本
市
の
将
来
像
の
実
現
を
支

え
る
視
点
で
あ
る
。

答
「
市
民
一
人
一
人
が
希
望
を
叶
え

自
分
ら
し
く
暮
ら
す
ま
ち
」
の

実
現
に
よ
り
、
市
が
ど
の
よ
う
に
変
わ

っ
て
い
く
の
か
。

問 ゆ
り
ほ
ん
未
来
プ
ラ
ン
の

目
指
す
１０
年
後
の
ま
ち
の
姿

近
年
の
豪
雨
は
事
前
補
修
工
事

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
甚
大
な

被
害
が
発
生
す
る
が
、
保
全
作
業
を
計
画

的
・
日
常
的
に
実
施
す
る
こ
と
は
大
変
重

要
と
考
え
て
お
り
、
市
民
か
ら
の
積
極

的
な
情
報
提
供
を
お
願
い
し
、
激
甚
化
・

頻
発
化
す
る
大
雨
に
あ
っ
て
も
、
被
害

拡
大
の
防
止
に
向
け
補
修
を
実
施
す
る
。

答
今
後
の
防
災
の
観
点
か
ら
、
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の

危
険
箇
所
の
把
握
、
事
前
補
修
工
事
な

ど
の
考
え
は
。

問
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
災
害
か
ら

市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
取
り
組
み

市
民
が
実
感
を
得
る
た
め
に
は
、

言
葉
の
意
味
の
共
有
が
必
要「
豊

か
に
暮
ら
す
」
と
は
。

問 人
口
減
少
下
に
あ
っ
て
も
市
民
が

　豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

本
市
に
は
眺
望
や
温
泉
、
歴
史

文
化
、
グ
ル
メ
な
ど
、
滞
在
型

観
光
に
活
用
で
き
る
多
様
な
資
源
が
揃

っ
て
い
る
が
、
情
報
発
信
の
手
法
や
タ

ー
ゲ
ッ
ト
設
定
、
受
け
入
れ
環
境
の
整

備
な
ど
の
取
組
に
工
夫
の
余
地
が
あ
る
。

答
他
市
町
と
比
べ
た
時
の
本
市
の

強
み
、
一
層
磨
く
べ
き
既
存
の

観
光
資
源
と
は
。

問 環
鳥
海
エ
リ
ア
の
一
体
的
な

　
　
　観
光
振
興
に
つ
い
て

。

こ
れ
ま
で
も
園
と
小
学
校
の
連

携
協
議
会
な
ど
で
情
報
共
有
を

図
り
、
幼
児
教
育
か
ら
小
学
校
教
育
へ

の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に
努
め
て
き
た
が
、

幼
児
期
の
遊
び
を
通
し
た
学
び
と
、
小

学
校
の
教
科
中
心
の
学
習
と
の
違
い
が

あ
り
、
十
分
な
相
互
理
解
が
図
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
５
歳
児
か

ら
小
学
校
1
年
生
を
「
架
け
橋
期
」
と

位
置
付
け
、
す
べ
て
の
子
供
の
学
び
や

生
活
の
基
盤
を
育
む
こ
と
を
目
指
し
た

体
制
の
整
備
を
進
め
、
学
び
の
連
続
性

を
確
保
す
る
。

答
導
入
経
緯
と
現
状
に
対
す
る
必

要
性
は
。

問
「
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　つ
い
て

機
関
と
連
携
し
、
首
都
圏
で
開
催
さ
れ

る「
あ
き
た
就
職
フ
ェ
ア
」な
ど
を
通
し
、

Ｐ
Ｒ
活
動
を
継
続
し
て
行
く
。

本市観光の強みの一つ「鳥海山春スキー」



〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜
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会長　正木修一

明
日
を
ひ
ら
く

１
　
少
子
高
齢
化
と
そ
れ
に
伴
う
人
口
減
少

　
　
に
向
け
た
取
り
組
み

２
　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
関
係
人
口
の
拡

　
　
大
と
外
貨
獲
得
の
実
現
へ
の
取
り
組
み

３
　
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
災
害
か
ら
市
民

　
　
の
生
命
や
財
産
を
守
る
取
り
組
み

４
　
農
地
災
害
復
旧
状
況
と
作
付
け
計
画
に

　
　
つ
い
て

５
　
住
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

６
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育

７
　
文
化
財
保
護
に
つ
い
て

８
　
給
食
費
無
償
化
実
施
に
つ
い
て

質
　
問
　
項
　
目

市
民
と
行
政
と
の
適
正
な
役
割

分
担
に
基
づ
き
、
住
民
自
身
の

力
で
解
決
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
る
が
、
市
の
考
え
る
住
民
自
治

の
ま
ち
づ
く
り
と
は
。

問

町
内
会
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
は
、
安
心
安
全
に

生
活
す
る
上
で
大
変
重
要
と
考
え
て
い

る
。
地
域
住
民
の
声
を
伺
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
実
情
に
沿
っ
た
形
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
を
継
続
で
き
る
よ
う
後
押
し
し

て
い
く
。

答

関
係
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
農

業
資
源
活
用
の
取
り
組
み
と
し

て
「
米
づ
く
り
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
親
子
食
育
・
地
域
文
化
交
流
授
業
」

な
ど
、
本
市
と
の
関
係
性
を
向
上
さ
せ
、

食
文
化
を
通
し
て
都
市
住
民
と
の
交
流

を
深
め
、
持
続
的
な
関
係
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。

答住
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り

若
者
や
女
性
か
ら
、
仕
事
や
生

活
の
場
と
し
て
本
市
を
選
ん
で

も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
。
県
外
か
ら
の

移
住
促
進
を
図
る
た
め
、
県
と
協
調
し

移
住
支
援
金
の
支
給
の
ほ
か
、
本
市
独

自
の
施
策
で
奨
励
金
や
補
助
金
な
ど
の

支
援
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

　
若
者
・
子
育
て
世
代
を
中
心
に
、
独

自
の
移
住
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
、

他
市
町
村
や
県
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

答
若
者
に
、
本
市
を
仕
事
や
生
活

の
場
と
し
て
選
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
魅
力
向
上
を
図
り
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
施
策
を
継

続
し
て
い
る
が
、
移
住
者
獲
得
競
争
な

ど
が
激
化
す
る
な
か
、
他
自
治
体
と
の

差
別
化
や
県
と
の
連
携
は
。

問 人
口
減
少
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

地
域
資
源
を
発
掘
し
、
高
い
ブ

ラ
ン
ド
力
に
育
て
県
事
業
と
の

問 農
業
資
源
を
核
と
し
た

　
　
　
　
関
係
人
口
の
拡
大

連
携
を
示
し
て
い
る
が
、
農
業
資
源
を

活
用
し
た
関
係
人
口
の
拡
大
へ
の
取
り

組
み
は
。

児
童
が
自
ら
の
興
味
・
関
心
に

応
じ
て
学
習
手
段
や
方
法
を
選

択
し
た
り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
り
可
視
化
さ

れ
た
考
え
を
基
に
思
考
を
再
構
成
し
た

り
、
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
授
業
と
な

っ
て
い
る
。

　
児
童
生
徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
の
一

層
の
向
上
を
図
り
、
創
意
工
夫
を
生
か

し
た
表
現
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

答
子
供
た
ち
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力

を
育
み
、
最
適
な
学
び
を
推
進

し
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
、

4
つ
の
段
階
で
進
め
て
い
く
と
し
て
い

る
。

　
現
段
階
で
の
成
果
と
、
さ
ら
な
る
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
へ
の
計
画
は
。

問 ゆ
り
ほ
ん
Ｉ
Ｃ
Ｔ
子
供
の

学
び
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
プ
ラ
ン

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

新宅慈
（明日をひらく）

今
後
職
員
の
減
る
各
地
域
に
お

い
て
、住
民
の
声
を
聴
く
体
制・

地
域
の
現
状
に
つ
い
て
調
べ
る
体
制
は

ど
う
維
持
し
て
い
く
の
か
。

こ
の
度
の
改
革
で
は
、
市
役
所

内
部
の
事
務
・
事
業
を
見
直
し

つ
つ
「
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
総
合
支
所
」

を
継
続
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
。
窓

口
で
の
対
面
に
よ
る
対
応
、
現
場
に
出

向
き
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
対
応
、

緊
急
時
の
初
期
対
応
の
三
分
野
に
特
化

し
、
聴
く
体
制・調
べ
る
体
制
を
つ
く
る
。

職
員
体
制
の
変
化
を
運
用
面
で
工
夫
す

る
こ
と
で
地
域
に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
水
準
を
確
保
す
る
。
４
月
以
降
実

施
状
況
を
検
証
し
、
必
要
な
場
合
は
見

直
す
な
ど
柔
軟
に
対
応
す
る
。

問答 令
和
8
年
度

組
織
機
構
改
革
後
の
体
制
は

11P 小田彩（高志会）
１．市の障がい児福祉の充実について

２．乳がん検診受診率向上に向けての無痛Ｍ

　  ＲＩ検診にかかる費用助成について

３．市職員の出生サポート休暇（不妊治療休

　  暇）取得への支援について

10P 新宅慈（明日をひらく）
１．令和８年度組織機構改革後の体制につ

いて

２．今後の鳥獣害対策について

３．由利橋の問題について

11P 大友ます子（高志会）
１．合併２０周年記念事業の成果と検証に

　  ついて

２．ＤＸを活用したＡＩオンデマンド交通「ゆ

　  りほんのれッタ」について

３．小中学校の入学支援金制度の創設につ

　  いて

12P 大友孝徳（市民の窓口）
１．市民参加を促進するためのパブリックコ

メント制度改善について

２．本市でも稼ぐ挑戦を

３．住宅向けＰＰＡ導入で家計支援と脱炭素

および災害耐性向上を

４．地域間格差を生まない部活動地域展開

のために交通支援を

12P 粟野希穂（立憲民主党）
１．「この街で、もう一人」と願える子育て支

援を

２．熊スプレーの適正な管理と廃棄に関す

る周知・回収体制の整備について

３月定例会では、
５人の議員が質問に立ちました。
YouTube配信をQRコードより
ご覧になれます。

令
和
７
年
12
月
の
ケ
ー
ブ
ル
制

振
装
置
の
破
損
以
降
の
由
利
橋

の
状
況
と
そ
の
後
の
原
因
調
査
の
状
況

は
。
ま
た
、
今
後
の
修
繕
の
考
え
方
は
。

現
在
の
由
利
橋
の
状
況
は
、
制

振
装
置
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い

が
ボ
ル
ト
等
の
落
下
の
恐
れ
も
な
く
、

ケ
ー
ブ
ル
振
動
が
直
ち
に
橋
の
安
全
性

に
は
影
響
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
長
期
的
に
ケ
ー
ブ
ル
振
動

が
続
け
ば
橋
全
体
に
影
響
が
及
ぶ
恐
れ

が
あ
る
の
で
、
早
期
に
根
本
的
な
対
策

を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
も
考
え
て
い

る
。
原
因
調
査
、
今
後
の
対
応
策
に
つ

い
て
は
技
術
検
討
委
員
会
か
ら
の
助
言

を
も
と
に
進
め
、
由
利
橋
を
安
全
安
心

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
た

い
。 問答 由

利
橋
の
問
題
は

子吉川左岸から見た由利橋

増やそう由利本荘ファン
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ここが聞きたい
一 般 質 問
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会
派
代
表
質
問

大友ます子
（高志会）

小田彩
（高志会）

市
の
医
療
的
ケ
ア
児
の
現
状
と

次
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
に
向

け
て
の
制
度
化
は
。

問

本
市
の
医
療
的
ケ
ア
児
は
令
和

７
年
４
月
１
日
現
在
で
９
名
お

り
個
々
の
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
次
期
障
が
い
児
福
祉

計
画
に
お
け
る
支
援
の
制
度
化
に
つ
い

て
は
、
自
立
支
援
協
議
会
等
で
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
示
さ
れ
る
国

の
基
本
指
針
の
内
容
も
踏
ま
え
、
医
療

的
ケ
ア
児
に
対
す
る
持
続
可
能
な
支
援

の
在
り
方
を
計
画
に
反
映
し
て
い
き
た

い
。 答

医
療
的
ケ
ア
児
の
保
育
所
等
通

所
の
課
題
と
学
童
期
の
学
校
教

育
に
お
け
る
支
援
体
制
は
。

問

本
市
で
は
訪
問
看
護
事
業
所
へ

委
託
し
看
護
師
を
保
育
所
等
に

派
遣
す
る
体
制
を
構
築
し
て
お
り
、
令

答 市
の
障
が
い
児
福
祉
の

　
　
　
　
　
充
実
に
つ
い
て

市
と
し
て
費
用
助
成
を
行
う
考

え
は
。

問

無
痛
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
診
は
痛
み
や
心

理
的
忌
避
を
一
定
程
度
解
消
で

き
る
反
面
、
市
が
行
う
検
診
と
し
て
は

実
用
性
の
問
題
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、
既
存
の
乳
が
ん
検
診
の

受
診
率
向
上
に
向
け
、
体
制
づ
く
り
に

努
め
る
。

答 乳
が
ん
検
診
の

無
痛
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
診
に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
本
市
の
魅

力
発
信
や
地
域
の
資
源
を
再
認

識
し
て
い
く
事
が
大
切
で
あ
る
。
イ
ベ

ン
ト
は
市
内
外
へ
ど
う
反
映
さ
れ
た
か
。

い
ず
れ
の
事
業
も
高
い
関
心
が

寄
せ
ら
れ
、
大
き
な
反
響
が
あ

り
市
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
方
々
に
も
、

本
市
の
魅
力
や
観
光
資
源
な
ど
へ
の
関

心
を
高
め
て
い
た
だ
く
契
機
と
な
っ
た
。

ま
た
、
記
念
式
典
で
上
映
し
た
「
記
念

映
像
」
は
市
民
に
は
「
住
み
続
け
た
い

ま
ち
」
で
あ
る
こ
と
を
、
市
外
の
方
々

に
は
「
訪
れ
て
み
た
い
、
住
ん
で
み
た

い
ま
ち
」
を
想
起
さ
せ
る
作
品
で
あ
り
、

今
後
の
関
係
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問答 合
併
20
周
年
記
念
事
業
の

　
　
　
　
　
成
果
と
検
証
は

入
学
時
に
係
る
親
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
入
学
支
援
金
を
支
給

す
る
新
し
い
制
度
の
創
設
の
考
え
は
。

入
学
時
に
必
要
と
な
る
費
用
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
の
一
定
の

負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、
公
平
性
や
持
続
可
能
性
を
踏

ま
え
慎
重
に
見
極
め
て
い
く
。
一
方
で

新
年
度
か
ら
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
給
食
費
の
無
償
化
や
、
児
童
生
徒

１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
、
国
の

制
度
や
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
の
充
実
に
努

め
る
。

問答 小
中
学
校
の
入
学
支
援
金

　
　
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

会長　高橋信雄

高

　志

　会

１
　
令
和
８
年
度
予
算
と
今
後
に
つ
い
て

２
　
行
政
改
革
の
進
め
方
に
つ
い
て

３
　
ご
み
の
減
量
化
と
焼
却
ご
み
処
理
の
広

　
　
域
化
に
つ
い
て

４
　
産
業
振
興
に
つ
い
て

５
　
観
光
振
興
に
つ
い
て

６
　
教
育
現
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ

　
　
い
て

７
　
２
０
２
４
年
豪
雨
災
害
の
復
旧
の
進
捗

　
　
と
入
札
不
調
に
つ
い
て

８
　
公
営
事
業
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

９
　
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
等

　
　
の
更
新
に
つ
い
て

質

　問

　項

　目

出
先
機
関
の
廃
止
に
伴
う
業
務

の
外
部
委
託
先
に
つ
い
て
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と

し
て
、
広
く
地
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る

郵
便
局
の
活
用
も
、
一
つ
の
方
法
と
考

え
ら
れ
参
考
に
な
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

答
行
政
改
革
の
進
め
方
に
お
い
て
、

総
合
支
所
·
出
張
所
の
在
り
方

と
郵
便
局
の
連
携
に
つ
い
て
ど
の
様
に

認
識
し
、
調
査
·
検
討
を
進
め
る
考
え

は
無
い
か
。

問 行
政
改
革
の
進
め
方
と

　
　
　郵
便
局
と
の
連
携
は

昨
年
「
ご
み
減
量
化
等
推
進
委

員
会
」
の
提
言
を
受
け
、
手
数

答
ご
み
処
理
手
数
料
の
見
直
し
に

よ
り
、
住
民
負
担
の
増
加
が
不

法
投
棄
の
増
加
に
繋
が
ら
な
い
か
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

問 ご
み
の
減
量
化
と

　
　住
民
負
担
の
在
り
方
、

　
　
　プ
ラ
ご
み
の
分
別
は

被
害
件
数
の
多
さ
か
ら
農
地
、

農
業
施
設
、
林
道
、
公
共
土
木

施
設
い
ず
れ
も
入
札
不
調
が
多
く
復
旧

が
遅
れ
て
い
る
。
経
済
活
動
等
へ
の
影

響
を
長
引
か
せ
、
地
域
の
方
々
に
不
便

を
お
掛
け
し
深
く
お
詫
び
す
る
。
入
札

不
調
の
要
因
は
被
災
件
数
が
膨
大
で
地

答
入
札
不
調
の
案
件
が
多
く
、
復

旧
が
遅
れ
被
災
者
、
関
係
者
は

憤
り
を
感
じ
て
い
る
。
原
因
は
何
か
。

問 災
害
復
旧
の
遅
れ
と

　
　
　入
札
不
調
の
改
善
を

料
の
改
定
を
行
っ
た
。
不
法
投
棄
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

広
報
誌
や
改
定
を
予
定
し
て
い
る
「
ご

み
分
別
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
等
で
不
法
投

棄
防
止
啓
発
に
加
え
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や

監
視
カ
メ
ラ
設
置
等
、
未
然
防
止
と
抑

止
力
の
強
化
に
努
め
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
分
別
に
つ
い
て
は
、
焼
却
炉
の
処

理
能
力
を
抑
え
る
コ
ス
ト
削
減
効
果
に

加
え
、
法
律
に
基
づ
き
、
有
利
な
財
源

で
あ
る
交
付
金
の
活
用
条
件
と
し
て
全

て
の
参
加
自
治
体
が
分
別
収
集
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

元
業
者
の
対
応
力
を
超
え
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
査
定
決
定
後
に
行
う
詳
細
な

調
査
設
計
に
よ
り
、
そ
の
変
更
内
容
が

査
定
時
か
ら
大
き
く
変
わ
る
箇
所
に
つ

い
て
は
、
国
か
ら
承
認
を
得
る
必
要
が

あ
る
な
ど
、
時
間
を
要
し
、
発
注
時
期

に
遅
れ
が
生
じ
た
も
の
も
多
く
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
必
要
な
予
算
は
確
保
し

て
お
り
、
入
札
不
調
へ
の
対
応
を
進
め

て
い
る
。
「
指
名
基
準
に
か
か
る
再
入

札
の
対
応
方
針
」
を
改
定
し
、
運
用
上

の
特
例
措
置
を
講
じ
、
復
旧
の
加
速
化

を
図
っ
て
い
る
。

和
８
年
度
の
入
所
希
望
の
受
け
入
れ
に

向
け
、
調
整
を
進
め
て
い
る
。
地
域
の

小
・
中
学
校
へ
就
学
が
可
能
と
判
断
し

た
と
き
に
は
、
必
要
な
医
療
的
ケ
ア
に

対
応
で
き
る
看
護
師
資
格
を
有
す
る
支

援
員
を
配
置
し
て
い
る
。
今
後
、
支
援

体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
て
い
く
。 復旧が遅れている災害現場

会
派
代
表
質
問
は
Q
R
コ
ー
ド
か
ら

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
よ
り
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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行政協力事務交付金

問 　行政協力事務交付金削減への反応は、ま

た削減を決める前にアンケートを行うべきで

はなかったか。

答 　現在アンケートは８割ほど回収しており、
行政協力事務に関してさまざまな意見をいた
だいている。
　もう少し説明がほしかったなどの意見をい
ただいているが、削減へ概ね理解を得ている
印象である。
　今後は、町内会と連携を密にし、説明を
行った上で対応したい。

　町内会へアンケートを行いました。 総

クマ出没対策

問 　どの場所に設定するのか。また内容は。

答 　本荘地域の新山周辺に設定し、緩衝帯整
備の実施や長期にわたる鳥獣捕獲許可、捕
獲上限の緩和、見通しをよくするための刈り
払いや間伐に努める。

　管理強化ゾーンを設定し、市民生活を守りま

す。 産

酒造事業者支援事業

問 　支援内容の詳細は。

答 　市内酒造業者４社に対して、令和７年産米
と令和６年産米の６０㎏あたりの仕入価格の
差額を補助し、経営安定、品質の高い酒造り
の継続、雇用の維持・確保を図る。

　昨今の米価高騰による酒米・加工用米価格上

昇に支援を継続します。 産

第１４９回秋田県種苗交換会の
開催

問 　開催期間、会場等は。

答 　令和8年10月31日（土）から11月4日（水）
にナイスアリーナ、文化交流館カダーレ、西
目公民館シーガル、市内ホテルを会場に各種
行事を開催する。

　本市を会場に第１４９回大会が開催されます。

産

ここが聞きたい
一 般 質 問

大友孝徳
（市民の窓口）

粟野希穂
（立憲民主党）

児
童
手
当
の
支
給
額
が
減
額
さ

れ
る
「
３
歳
か
ら
小
学
校
就
学

前
」
ま
で
の
期
間
に
対
し
、
市
独
自
の

上
乗
せ
給
付
を
。

問

既
存
施
設
へ
大
型
遊
具
を
導
入

す
る
等
、
屋
内
遊
び
場
の
整
備

を
。 問

中
身
が
入
っ
た
ま
ま
の
状
態
で

も
受
け
付
け
る
「
一
時
回
収
窓

口
」
の
設
置
を
。

問

新
た
な
財
源
確
保
の
課
題
に
加

え
、
事
務
手
続
き
上
に
大
き
な

課
題
が
あ
る
。

答
「
こ
の
街
で
、
も
う
一
人
」
と

　
　
願
え
る
子
育
て
支
援
を

本
市
の
家
庭
や
事
業
所
が
支
払

う
電
気
代
金
を
地
域
内
で
循
環

さ
せ
る
た
め
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社

を
設
立
し
、
太
陽
光
を
初
期
費
用
ゼ
ロ

で
屋
根
な
ど
に
設
置
す
る
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ

ル
を
導
入
し
て
は
。

問

本
市
で
は
新
電
力
会
社
設
立
や

Ｐ
Ｐ
Ａ
導
入
は
検
討
し
な
い
が
、

再
エ
ネ
活
用
に
よ
る
地
域
経
済
循
環
、

脱
炭
素
、
災
害
対
策
や
住
民
の
負
担
軽

減
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

答 住
宅
向
け
Ｐ
Ｐ
Ａ
導
入
で

家
計
支
援
と
脱
炭
素
お
よ
び

　
　
　
　
災
害
耐
性
向
上
を

市
所
有
バ
ス
を
活
用
し
て
保
護

者
の
送
迎
に
依
存
し
な
い
仕
組

み
を
構
築
し
、
持
続
可
能
な
部
活
動
地

域
展
開
を
目
指
し
て
は
。

問

市
所
有
バ
ス
が
本
来
の
利
用
に

加
え
て
送
迎
支
援
を
行
う
こ
と

は
、
運
行
管
理
や
公
平
性
の
観
点
か
ら

実
現
は
難
し
い
。

答 地
域
間
格
差
を
生
ま
な
い

部
活
動
地
域
展
開
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
交
通
支
援
を

山
形
県
西
川
町
の
Ｎ
Ｆ
Ｔ
活
用

に
学
び
「
稼
ぐ
こ
と
」
に
取
り

組
む
姿
勢
を
。

問

自
主
財
源
確
保
の
観
点
か
ら

「
稼
ぐ
こ
と
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、Ｎ
Ｆ
Ｔ
活
用
は
全
庁
的
検
証

が
必
要
な
た
め
、
国
の
「
ふ
る
さ
と
住

民
登
録
制
度
」
の
活
用
も
視
野
に
「
稼

ぐ
力
」
の
強
化
と
推
進
を
図
る
。

答

岩
手
県
山
田
町
の
先
行
事
例
に

学
び
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ
で
閉
校

備
品
を
売
却
し
て
は
。

問

閉
校
備
品
は
小
中
学
校
や
公
共

施
設
で
活
用
す
る
。
活
用
用
途

が
見
つ
か
ら
な
い
備
品
は
、
こ
れ
ま
で

答

子
育
て
世
代
が
、
市
外
の
遊
び

場
を
利
用
し
て
い
る
現
状
や
子

育
て
支
援
環
境
の
整
備
へ
の
期
待
、
よ

り
充
実
し
た
屋
内
施
設
を
望
む
声
が
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。「
こ
ど
も

プ
ラ
ザ
あ
お
ぞ
ら
」
へ
の
大
型
遊
具
導

入
に
つ
い
て
は
、
仮
に
ホ
ー
ル
に
設
置

し
た
場
合
、
多
く
の
子
ど
も
達
が
ホ
ー

ル
で
楽
し
ん
で
い
る
ボ
ー
ル
遊
び
や
卓

球
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
が
難
し
く
な

る
。 答

市
民
へ
の
周
知
と
啓
発
に
つ
い

て
。

問

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
廃
棄
方
法
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
不

法
投
棄
対
策
に
も
努
め
る
。

答

利
用
見
込
み
や
ニ
ー
ズ
の
観
点

か
ら
現
時
点
で
は
、
設
置
は
考

え
て
い
な
い
。
相
談
や
持
ち
込
み
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
適
切
に
対
応
す
る
。

答

本
市
で
も
稼
ぐ
挑
戦
を

と
同
様
に
広
報
を
通
じ
て
市
民
に
競
売

を
実
施
す
る
な
ど
、
可
能
な
限
り
市
の

収
益
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

思い出いっぱいの校舎備品

熊
ス
プ
レ
ー
の
適
正
な

管
理
と
廃
棄
に
関
す
る
周
知
・

回
収
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

選挙ポスター掲示場設置

問 　今回衆院選のポスター掲示場はかなり少な

かったが今後の方向性は。

答 　今回は特別豪雪地帯処置で１投票区に最低
１か所という規定を採用した。
　今後も減っていくものと思われ、社会状況
に合わせ、３割程度削減を見越している。

　２月８日執行衆議院議員選挙の掲示場につい

て報告します。 総

アスパラガス産地王国事業

問 　どのように行なうのか。

答 　スマート農業促進や雇用機会増加等の事
業支援を県や農協との連携により拡充させ、
担い手となる認定農業者等による生産拡大
や新たな作付者の掘り起こしを図る。

　市の重点振興作物と位置付けているアスパラ

ガスの更なる生産拡大を図ります。 産

加温栽培圃場のアスパラガス
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３月定例会のトピックス

安清苑（由利斎場）の廃止

問 　廃止の理由は。

答 　当斎場は、火葬炉点検において電気計装
設備等の経年劣化による火葬停止リスクが指
摘されたため、昨年７月から休止している。
修繕に多額の費用を要することに加え、もと
もと令和９年度の廃止を予定していたことか
ら、これらを総合的に判断し、本年３月末を
もって前倒しで廃止することとした。

　令和７年度末を持って由利斎場が廃止されます。

教

廃止となった安清苑

ゆりほん未来プラン

問 　ゆりほん未来プランを市民と共有するため

の具体策は。

答 　本市の今後１０年を市民と共につくり上げ
ていけるように、広報、ホームページへの掲
載だけでなく、SNS、ケーブルテレビなど、
あらゆる媒体をフル活用し、すべての市民へ
の共有を目指す。

　ゆりほん未来プランを策定しました。 総

1月臨時会1月臨時会

●衆議院議員選挙費
●物価高騰対策事業費

補正予算（主なもの）

可決

3月定例会3月定例会

■人権擁護委員（任期：３年）

　小　野　長　清　氏（再任）東由利地域舘合
　松　永　美貴子　氏（再任）西目地域出戸
　宮　本　康　博　氏（再任）鳥海地域上笹子
　佐　藤　智　佳　氏（再任）鳥海地域上川内
　吉　尾　聖　子　氏（新任）大内地域岩谷町
　佐　藤　博　敦　氏（新任）東由利地域舘合

人　事　案　件 異議
なし

お の ちょう せい

まつ なが み き こ

みや やすもと ひろ

さ とう よしとも

よし お せい こ

さ とう ひろ あつ

■副市長の選任（任期：４年）

　髙　橋　重　保　氏（新任）東由利地域舘合
■教育委員会教育長の任命（任期：令和８年４月１日

　～６月２９日）※前教育長の残任期間

　土　倉　新　也　氏（新任）西目地域出戸

人　事　案　件

たか はし しげ ほ

つち くら しん や

同意

■総合計画ゆりほん未来プラン
　基本構想及び基本計画の策定について
■過疎地域持続的発展計画の策定について

そ の 他（主なもの） 可決

●看護師等確保修学資金貸付条例の制定について

●特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定

　める条例の制定について

●老人福祉施設財政調整基金条例の制定について

●一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

　る条例案

●職員等の旅費に関する条例等の一部を改正する条

　例案

●医師確保奨学資金基金条例の一部を改正する条例案

●乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準

　を定める条例の一部を改正する条例案

●高齢者活動促進施設条例の一部を改正する条例案

●上水道事業給水条例等の一部を改正する条例案

条例関係（主なもの） 可決

◆6災354号普通河川西目川左右岸河川災害
　復旧工事請負契約の締結について
　契約金額：１億７９３０万円
　契約の相手方：株式会社三浦組
◆6災378号その他市道上黒森沢線道路災害復旧工事
　請負契約の締結について
　契約金額：２億３５４０万円
　契約の相手方：山勇建設工業株式会社

契約関係（主なもの） 可決

継続審査

○陳情第１号

　選択的夫婦別姓制度の導入を国に求める意見書提

　出についての陳情

秋田弁護士会　会長　竹田勝美

不 採 択

○陳情第２号

　インボイス制度の廃止を目指し、事業者の負担を軽

　減する経過措置の継続を国に求める意見書提出に

　ついての陳情

秋田県商工団体連合会　会長　小玉正憲

趣旨採択

○陳情第３号

　最低賃金の改正と中小企業・小規模事業所支援の

　拡充を国に求める意見書提出についての陳情

秋田県労働組合総連合　議長　高野智子

請願・陳情結果

看護師等確保修学資金貸付条例

問 　条例の内容は。

答 　大学、学校、または看護師等養成所に在
学中の方へ、修学資金として月額５万円を貸
し付ける制度であり、卒業後に看護師等の
免許を取得し、市内の医療機関等において５
年間継続して業務に従事した場合、貸付金
の返還が全額免除される。

　看護師の確保と地域医療の充実に向けた条例

を制定します。 教

特定乳児等通園支援事業

問 　どのような支援事業か。

答 　「こども誰でも通園制度」は、親の就労状
況を問わず、０歳６か月から満３歳未満の未
就園児を預けられる制度。月１０時間を上限
に時間単位で利用できる。利用料は各事業
所が定め、一人１時間３００円が目安。保育
所等での集団生活を通じ、こどもの成長支
援と育児の孤立防止を目指している。

　通称「こども誰でも通園制度」として、その

運営が４月から始まります。 教



⒊ 頻発化・激甚化する災害から市民の生命や財産を
守る取り組み

⒋ その他

主な事業

⒉ 地域資源を活かした関係人口の拡大と
　  外貨獲得の実現への取り組み

◆第１４９回秋田県種苗交換会事業　３９５０万円
１０月に本市開催される種苗交換会の機会を捉え市産品のＰＲ

と販売に積極的に取り組む

◆目指せ東北一！由利本荘市アスパラガス産地王国事業　４３５１万円
収益力向上を図り作付け面積を拡大する者、または新規にアスパラガ

スを作付けする者に支援を行い東北一のアスパラガス産地を目指す

◆ゆりほん遊学（地域みらい遊学）　３６５万円
移住促進の一環として矢島高校と連携し県外留学の受け入れ

を目指す

主な事業

◆我が家の防災マニュアル作成事業　１６０７万円
最新の情報を踏まえた防災マニュアルを作成し全世帯に配布

する

◆消防水利整備事業　　　　  　２０１４万円
耐震性貯水槽１基を設置（大内地域）する

◆非常備消防機械器具等整備事業　１９７５万円
消防団の小型ポンプ付軽積載車１台（本荘分団）、軽積載車１

台（岩城分団）、小型動力ポンプ１台（本荘分団）を更新する

◆照明器具ＬＥＤ化（観光・学校・社会体育施設等） ４億１４００万円

◆物価高騰対策
　水道基本料金負担軽減　　 １億７７７９万円

◆令和６年発生豪雨災害復旧関連経費　３５億７９８０万円

◆ツキノワグマ等有害鳥獣被害防止対策
　農作物等獣害防止対策支援　 １７０万円

　鳥獣被害防止事業　  　　　１１５０万円
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委 員 会 発 案

●委員会発案第１号

　免税軽油制度の継続を国に求める意見書の提出

　について

意見書
提出

衆議院議長　参議院議長

内閣総理大臣　総務大臣

財務大臣　国土交通大臣

可決採　　択

○請願第１号
　免税軽油制度の継続を国に求める意見書提出に
　ついての請願
東北索道協会　秋田地区部会　会長　草彅作博

紹介議員　佐藤義之

可　　決

○議員発案第１号
　市議会の議員の議員報酬、費用弁償等に関する
　条例の一部改正について

※陳情第１号：「選択的夫婦別姓制度の導入を国に求める意見書提出についての陳情」について、継続審査とするかの採決

※陳情第２号：インボイス制度の廃止を目指し、事業者の負担を軽減する経過措置の継続を国に求める意見書提出についての陳情

※佐藤健司議長は、採決に加わりません。　※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。

議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表
公
明
党

無所属
表
決
数

議

　決

　結

　果

高　　　志　　　会 市民の窓口明日をひらく 立憲民主党
会派・
議員名

案件名

継続審査

反

　
　
　対

賛

　
　
　成

小
川

　光
弘

橋
島

　達
也

佐
藤

　正
人

松
本

　
　学

大
友

　孝
徳

粟
野

　希
穂

岡
見

　善
人

渡
部

　聖
一

小
松

　浩
一

新
宅

　
　慈

泉
谷

　赳
馬

正
木

　修
一

佐
々
木

　司

大
友
ま
す
子

佐
藤

　健
司

長
沼

　久
利

甫
仮

　貴
子

佐
藤

　義
之

小
田

　
　彩

堀
井
新
太
郎

伊
藤

　順
男

高
橋

　信
雄

○○○○○×○○○○○○○○－○○○○○○○
×××××○○×××××××－×××××××

120

不採択192

○：賛成　×：反対

陳情第１号

陳情第２号

由利本荘市議会は議会改革に取り組みます。

～ 3月定例会において議会改革特別委員会を設置 ～
　市民により信頼され、開かれた議会を目指し不断の決意をもって改革を進めることが重要であ
ると考え、議会改革にかかる調査研究および提言を効率的かつ集中的に行うことを目的として１０
人の委員で構成する議会改革特別委員会を設置しました。

【議会改革特別委員会】
委員長：伊藤順男　副委員長：正木修一
委　員：橋島達也・佐藤正人・大友孝徳・泉谷赳馬・小田彩・堀井新太郎・甫仮貴子・岡見善人
作業部会：岡見善人（部会長）・大友孝徳・泉谷赳馬・堀井新太郎
オブザーバー：佐藤健司（議長）・小松浩一（副議長）



令和7年度予算より81億1375万1千円（13.7％）減少
●特別会計当初予算…２０９億８４８６万８千円

●企業特別会計………１２７億４７５２万１千円

令和８年度 一般会計予算総額

1月臨時会　3月定例会
　１月臨時会が、１月２６日に開催され、専決処分１件、補正予算２件が承認・可決されました。

　３月定例会は２月１６日から３月１８日までの３１日間の会期で開催され、人事案件８件、条例関係３７件、

予算関係１件（特別会計への繰り入れ）、令和７年度補正予算１８件、令和８年度予算１５件、契約関係６件、

その他１０件の計９５件が審議され、すべてが原案のとおり同意・可決されました。

　また、請願１件については採択され委員会発案１件が可決されました。陳情３件については、それぞ

れ継続審査、不採択、趣旨採択と決しました。

　さらに議員発案１件の追加提出議案も可決されました。

⒈ 少子高齢化とそれに伴う人口減少に向けた
　  取り組み

… 未来のさらなる飛躍を実現する重点施策 …

◆若者定住促進住宅取得支援事業　１０００万円
転勤などで市外から移り住んだ市外出身の若者の定住促進を

図る

◆「架け橋プログラム」における架け橋期コーディネーター配置事業　７０９万円
架け橋期コーディネーターを配置し、幼保小の連携・協働の質的向上を図

り、全ての子どもに配慮した生活や学びの基礎の構築・改善を推進する

◆障がい児保育事業　　　　　　１７２７万円
障がい児保育を実施する保育所および認定こども園へ補助を行

う

主な事業

由利本荘市議会だより  第84号（3月定例会）15

１月

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

議会日誌議会日誌
１月

２月

２月

３月

３月

議会報編集特別委員会

会派代表者会議

議会報編集特別委員会

議会運営委員会

臨時会

議会全員協議会

市民と語る会実行委員会

産業建設常任委員会協議会

議会運営委員会

議会報編集特別委員会

令和８年度予算説明会

本会議（開会）

議会全員協議会

会派代表者会議

議会報編集特別委員会

本会議（会派代表質問）～５日

会派代表者会議

本会議（一般質問）～６日

議会運営委員会

委員会（議案審査）～１１日

議会運営委員会

本会議（閉会）

議会報編集特別委員会

（１／１～３／３１）
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３
月

定

例

会

５日

１１日

１２日

１６日

１７日

２５日

２７日

２９日

３０日

４日

５日

１０日

１２日

１日

２１日

２４日

新春商工パーティー

二十歳を祝う会

消防出初式

管工事協同組合新年会

ふるさと応援大使情報交換会

　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京都）

丸亀市市制施行２０周年記念式典

　　　　　　　　　　　　　　　　　（香川県）

ＪＡ秋田しんせい農政集会

由利本荘青年会議所新年祝賀会

秋田県市議会議長会定例会

全国市議会議長会・評議員会（東京都）

優良技能者表彰式

スポーツ賞表彰式

全国市議会議長会建設運輸委員会（東京都）

由利本荘市民スキー大会

能代市市制２０周年記念式典

県立大学卒業式・大学院修了式

議長交際費議長交際費

慶祝、
協賛など

弔　　　事

１月 ２月 ３月

72,580円
（9件）

30,000円
（1件）

11,500円
（2件）

0円
（0件）

13,000円
（2件）

20,000円
（1件）

【議長交際費】

詳細はこちらから↑

【議長公務】

詳細はこちらから↑

　本会議でどんなことがどのように話し合われてい

るのか、様々な手段で知ることができます。皆さ

んの暮らしに直結していることばかりです。

　ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

★議会を傍聴！ライブで！
★会議録で読む

★ケーブルテレビで生中継

★由利本荘市議会YouTubeチャンネル
　でライブ配信

▶ 次の定例会は５／２９～6／１７ ◀

由利本荘市議会YouTube
チャンネルはこちら→

市議会カレンダー
● ６月定例会の予定 ●

５／１７

３０２８２４ ２５

２１１９１８ ２２

３２

７

３１ ６／１

１３１２

６

２３

２１

１４

２４ ２５ ２６２２ ２３ ２７

２０１６１５ １９１８

月 火 水 木 金 土

本会議
（一般質問）

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

常任
委員会

日

４
本会議
（一般質問）

５

８ ９

２０

２９

本会議
（閉会）

１７

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

常任
委員会

常任
委員会

１０ １１

　５月２０日（水）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

８日

１５日

２１日

２６日

５日

６日

１６日

４日

５日

６日

９日

１８日

２８日



今日から１年生 !!（４月８日）
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編
集
後
記

の住む地域のよさは、雰囲気です。登校中に

地域の人にあいさつをすると、笑顔で返して

くれてとても嬉しくなります。「元気？」「学校は楽

しいか？」時々そんな会話になって、まるで家族の

ように見守ってくれるあたたかい雰囲気が大好きで

す。また、勉強の息抜きに外に出て深呼吸すると、

「空気がおいしい」と感じることがあります。たまに、

野生のたぬきを見かけてほっこりすることもありま

す。時間がおだやかに流れているような雰囲気も大

好きです。

　大内中学校では、今年度、地域の人と一緒にクリー

ンアップ活動を行いました。毎年行われる「おおう

ち春まつり」では、吹奏楽部や僕たち科学部も参

加し、盛り上げています。これからも地域との繋が

りを大切にし、地域のよさを持続できるように貢献

していきたいです。

くは今年、学校の民俗芸能学習で「本海流鳥

海獅子舞」に取り組みました。これは鳥海に

４００年も続くものですが、ぼくの父も曾祖父も取

り組んでいて、地域には伝承している方々がたくさ

んいます。元々ぼくは鐘をやっていましたが、今年

はじめて舞に挑戦しました。鐘と違い難しいところ

もありましたが、飛鳥祭や生涯学習発表会で保護

者や地域の方に見ていただき、喜んでもらいました。

また、毎年８月１６日の夕方から夜にかけては、鳥

海獅子まつりが開催され、迫力ある舞、華麗なる舞

に会場が盛り上がります。この獅子舞が４００年前

からとぎれないのは、伝承している方々のおかげで

あり、これから引き継ぐのはぼくたちです。獅子舞

が続いていくのは地域にとってもぼくにとってもうれ

しいことです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.４２

僕 ぼ

これからも続いていく本海流鳥海獅子舞あたたかさとおだやかさ

鳥海小学校 ６年

さん黒木 莉空

大内中学校 ３年

（町内名　下伏見）（町内名　長坂）

い しゅ うとう くろ き り く

さん伊藤 柊羽
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会
運
営
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
お
り

ま
す
。

　
一
方
、
高
齢
に
よ
る
退
会
者
増
・
新
規
会
員

の
減
少
・
役
員
の
担
い
手
不
足
な
ど
、
課
題
は

山
積
み
で
あ
り
、
町
内
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

時
代
と
共
に
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
す
。

　
市
の
基
本
構
想
に
あ
る
『
市
民
一
人
ひ
と
り

が
希
望
を
叶
え
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
ま
ち
』
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
市
と
町
内
会
が
一
体

と
な
っ
て
、
住
民
一
人
一
人
に
寄
り
添
う
事
が

肝
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
市
と
町
内
会

が
、
も
っ
と
時
間
を
掛
け
て
話
し
合
う
場
を
設

け
る
べ
き
で
す
。

　
市
議
会
議
員
の
皆
様
に
は
、
町
内
会
の
小
さ

な
声
を
拾
い
上
げ
る
「
オ
ー
プ
ン
な
市
政
」
を

実
現
さ
せ
て
、
魅
力
あ
る
由
利
本
荘
市
に
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

市
と
町
内
会

あ
き
ら

か

と
う

さ
ん

本
荘
地
域 

  

　

   

　　　　　　
（
町
内
名

　蓼
沼
）

加
藤

　
　明

　
今
号
で
は
、
令
和
８
年
度
の
当
初

予
算
や
、
３
月
定
例
会
で
の
活
発
な

議
論
の
模
様
を
お
届
け
い
た
し
ま
し

た
。
少
子
高
齢
化
や
そ
れ
に
伴
う
人

口
減
少
な
ど
、
本
市
が
直
面
す
る
大

き
な
課
題
に
向
け
た
取
り
組
み
が
新

年
度
と
と
も
に
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

　
私
事
で
す
が
、
こ
の
３
月
に
、
平

成
３
年
の
開
校
か
ら
長
き
に
わ
た
り

歴
史
を
刻
ん
で
き
た
尾
崎
小
学
校
、

最
後
の
卒
業
式
に
出
席
い
た
し
ま
し

た
。
母
校
が
幕
を
下
ろ
す
寂
し
さ
を

抱
え
つ
つ
も
、
巣
立
っ
て
い
く
子
ど

も
た
ち
の
立
派
な
姿
に
、
本
市
の
未

来
を
託
す
頼
も
し
さ
と
希
望
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。
今
号
の
紙
面
で
も
多

く
取
り
上
げ
ら
れ
た
子
育
て
支
援
や

教
育
環
境
の
充
実
を
通
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
由
利
本
荘
市
を
担
う
世
代
の

健
や
か
な
成
長
を
、
地
域
社
会
全
体

で
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
市
民
の
皆
様
の
暮
ら

し
に
直
結
す
る
議
会
の
動
き
を
、
よ

り
身
近
で
分
か
り
や
す
く
お
届
け
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
橋
島
達
也
）
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新年度予算と主な事業　　　　▶Ｐ２

３月定例会トピックス　　　　  ▶Ｐ４

市長に問う！会派代表質問　　▶Ｐ６

ここが聞きたい　一般質問　　▶Ｐ１０

１月臨時会・３月定例会審議結果　▶Ｐ１３

お知らせします　議会の動き　▶Ｐ１５

愛ＬＯＶＥゆりほんじょう　　▶Ｐ１６

３月定例会

〒015-8501  秋田県由利本荘市尾崎17番地

電話／0184-24-6386　FAX／0184-27-1793
発行／由利本荘市議会

編集／議会報編集特別委員会

ホームページ  https://www.city.yurihonjo.lg.jp
由利本荘市議会 検 索

鳥海小学校

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
佐
藤
　
正
人

副
委
員
長
　
大
友
　
孝
徳

委
員
　
　
　
橋
島
　
達
也

　
　
　
　
　
佐
々
木
　
司

　
　
　
　
　
新
宅
　
　
慈

　
　
　
　
　
小
田
　
　
彩

　
　
　
　
　
粟
野
　
希
穂

　
　
　
　
　
伊
藤
　
順
男

　
　
　
　 

　
　   

（
議
席
順
）

大内小学校 本荘南中学校

本荘南中学校 由利小学校


